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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体の体腔内に挿入される挿入部と、
　該挿入部の先端から体腔内壁に向けて照射される励起光を発生する光源部と、
　該光源部から照射された励起光により体腔内壁から発生する蛍光を撮影する撮像部と、
　前記挿入部の先端から吐出させる液体を供給する管路を有する送液部と、
　該送液部の前記管路内を流れる液体の温度を制御する液体温度制御部とを備え、
　前記管路が、前記挿入部に長手方向に貫通して設けられたチャネルからなり、
　前記液体温度制御部が、前記挿入部の先端近傍における前記チャネルの周囲に配置され
たヒータを備える内視鏡装置。
【請求項２】
　前記撮像部が、前記挿入部の先端に設けられ、
　前記ヒータが、前記撮像部より挿入部の基端側に設けられている請求項１に記載の内視
鏡装置。
【請求項３】
　前記送液部が、前記液体を貯留する容器を備え、
　前記液体温度制御部が、前記容器内の液体を恒温状態に維持する恒温槽を備える請求項
１に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記液体温度制御部が、前記液体を前記生体の体温と略同等の温度に制御する請求項１
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から請求項３のいずれかに記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　癌等の異常組織と、その他の正常組織とでは発現している分子の量、細胞の活性等に違
いがあることが知られており、この違いを蛍光プローブ（蛍光色素）を用いて蛍光強度の
相違として観察することで、異常組織を内視鏡的に識別する方法が提案されている（例え
ば、特許文献１参照。）。
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２０１７０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には、１種類の蛍光プローブを用いて、異常組織と正常組織との相違（蛍光
プローブの集積の違い）を観察することにより診断するための内視鏡が開示されている。
　また、顕微鏡観察の分野では、細胞の生死判別に使用される酵素感受性タイプの蛍光プ
ローブ（例えば、ＦＤＡ；エステラーゼ感受性プローブ）が知られている。この蛍光プロ
ーブは、細胞質内に存在するエステラーゼによって蛍光性に変化する蛍光プローブであり
、エステラーゼの量・活性度の違いにより蛍光性分子へ変化するスピードが異なる。この
蛍光プローブを内視鏡観察における異常組織と正常組織の判別で効果的に利用することが
望まれている。
【０００５】
　しかしながら、酵素の活性度は温度に依存するため、酵素感受性タイプの蛍光プローブ
を内視鏡観察に用いる場合、観察対象である生体表面が温度の影響を受けると、蛍光性分
子に変化する速度が速すぎたり遅すぎたりして、正常／異常組織の蛍光強度の相違を観察
することが困難であるという問題がある。
【０００６】
　本発明は上述した事情に鑑みてなされたものであって、酵素感受性タイプの蛍光プロー
ブを用いた蛍光観察により観察対象の生体組織が正常組織か異常組織かを精度よく診断す
ることがきる内視鏡装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明は、生体の体腔内に挿入される挿入部と、該挿入部の先端から体腔内壁に向けて
照射される励起光を発生する光源部と、該光源部から照射された励起光により体腔内壁か
ら発生する蛍光を撮影する撮像部と、前記挿入部の先端から吐出させる液体を供給する管
路を有する送液部と、該送液部の管路内を流れる液体の温度を制御する液体温度制御部と
を備え、前記管路が、前記挿入部に長手方向に貫通して設けられたチャネルからなり、前
記液体温度制御部が、前記挿入部の先端近傍における前記チャネルの周囲に配置されたヒ
ータを備える内視鏡装置を提供する。
【０００８】
　上記発明においては、前記撮像部が前記挿入部の先端に設けられ、前記ヒータが、前記
撮像部より前記挿入部の基端側に設けられていることとしてもよい。
【０００９】
　また、上記発明の参考例においては、前記挿入部に長手方向に貫通するチャネルが設け
られ、前記管路が前記チャネルに挿脱可能に挿入されるチューブからなり、前記液体温度
制御部が前記チューブに配置されたヒータを備えることとしてもよい。
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　また、上記発明においては、前記送液部が、前記液体を貯留する容器を備え、前記液体
温度制御部が、前記容器内の液体を恒温状態に維持する恒温槽を備えることとしてもよい
。
【００１０】
　また、上記発明においては、前記液体温度制御部が、前記液体を前記生体の体温と略同
等の温度に制御することとしてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、酵素感受性タイプの蛍光プローブを内視鏡観察に用いる場合であって
も、観察時の温度環境を維持しながら蛍光観察を行うことで、観察対象の生体組織が正常
組織か異常組織かを精度よく診断することがきるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本実施形態に係る内視鏡装置１は、図１に示されるように、生体の体腔内に挿入される
挿入部２と、該挿入部２内に配置される撮像ユニット３と、励起光を発する光源ユニット
４と、前記挿入部２の先端２ａから吐出させる液体を供給する送液ユニット２０と、前記
撮像ユニット３、光源ユニット４および送液ユニット２０を制御する制御ユニット５と、
前記撮像ユニット３により取得された画像を表示する表示ユニット６とを備えている。
【００１３】
　前記挿入部２は、生体の体腔内に挿入できる極めて細い外形寸法を有し、その内部に、
前記光源ユニット４からの光を先端２ａまで伝播するライトガイド７、長手方向に貫通形
成されたチャネル２３、該チャネル２３内を流れる液体を加温するヒータ２６および前記
撮像ユニット３を備えている。
【００１４】
　前記光源ユニット４は、体腔内の撮影対象を照明し、白色像を取得するための照明光を
発する白色観察用光源８と、体腔内の撮影対象に照射され、撮影対象内に存在する蛍光物
質を励起して蛍光を発生させるための励起光を発する特殊観察用光源９と、これらの光源
８，９を制御する光源制御回路１０とを備えている。
【００１５】
　前記白色観察用光源８は、例えば、図示しないキセノンランプおよびバンドパスフィル
タを組み合わせたもので、バンドパスフィルタの５０％透過域は、４２０～４７０ｎｍ、
５００～５８０ｎｍおよび５７０～６５０ｎｍである。すなわち、白色観察用光源８は、
波長帯域４２０～４７０ｎｍの青色照明光、波長帯域５００～５８０ｎｍの緑色照明光お
よび波長帯域５７０～６５０ｎｍの赤色照明光を射出することができるようになっている
。
【００１６】
　前記特殊観察用光源９は、例えば、ピーク波長４９０±５ｎｍの励起光を出射する半導
体レーザ（または４８８±５ｎｍの励起光を出射するアルゴンレーザ）である。この半導
体レーザは、フルオレセイン骨格を有する蛍光プローブを励起することができる。　
　前記光源制御回路１０は、所定のタイミングで、白色観察用光源８と特殊観察用光源９
とを動作させるようになっている。　
【００１７】
　蛍光プローブには、酵素により蛍光特性が変化する酵素感受性蛍光プローブ、例えば、
フルオレセイン骨格を有するエステラーゼ感受性蛍光プローブ（ＦＤＡｃｒ）を使用する
。エステラーゼ感受性蛍光プローブはエステラーゼとの反応前は、蛍光を発しない。しか
し、細胞質に存在する加水分解酵素であるエステラーゼによって４９０ｎｍ付近に光吸収
のピークを有し、５１０ｎｍ付近にピークを有する蛍光を発する物質に変化する性質を有
している。
　エステラーゼの存在量は正常組織より癌等の異常組織に多いため、フルオレセインに変
化する速度は、異常組織の方が早い。したがって、半導体レーザから励起光を照射するこ



(4) JP 5030664 B2 2012.9.19

10

20

30

40

50

とにより、正常組織よりも異常組織から強い蛍光を得ることができる。
　この蛍光プローブが溶解した蛍光プローブ溶液が後述するタンク２１に貯留されている
。
【００１８】
　前記撮像ユニット３は、例えば、撮影対象から入射される光を集光する撮像光学系１１
と、撮影対象Ａから入射されてくる励起光を遮断する励起光カットフィルタ１２と、制御
ユニット５の作動により分光特性を変化させられる可変分光素子１３と、撮像光学系１１
により集光された光を撮影して電気信号に変換する撮像素子１４とを備えている。
【００１９】
　前記可変分光素子１３は、例えば、平行間隔を空けて配置され対向面に反射膜が設けら
れた２枚の平板状の光学部材１３ａ，１３ｂと、該光学部材１３ａ，１３ｂの間隔を変化
させるアクチュエータ１３ｃとを備えるエタロン型の光学フィルタである。アクチュエー
タ１３ｃは、例えば、圧電素子である。この可変分光素子１３は、アクチュエータ１３ｃ
の作動により光学部材１３ａ，１３ｂの間隔寸法を変化させることで、その透過する光の
波長帯域を変化させることができるようになっている。
　可変分光素子１３は、さらに具体的には、１つの固定透過帯域および１つの可変透過帯
域の２つの透過帯域を有する透過率波長特性を有している。固定透過帯域は、可変分光素
子１３の状態によらず、常に入射光を透過するようになっている。また、可変透過帯域は
可変分光素子１３の状態に応じて透過率特性が変化するようになっている。
【００２０】
　前記制御ユニット５は、図１に示されるように、撮像素子１４を駆動制御する撮像素子
制御回路１５と、可変分光素子１３を駆動制御する可変分光素子制御回路１６と、後述す
るバルブ制御回路２５と、撮像素子１４により取得された画像情報を記憶する画像記憶部
１７と、該画像記憶部１７に記憶された画像情報を処理して表示ユニット６に出力する画
像処理回路１８とを備えている。
　前記撮像素子制御回路１５および可変分光素子制御回路１６は、前記光源制御回路１０
に接続され、光源制御回路１０による白色観察用光源８および特殊観察用光源９の切り替
えに同期して可変分光素子１３および撮像素子１４を駆動制御するようになっている。
【００２１】
　具体的には、光源制御回路１０の作動により、特殊観察用光源９から励起光が発せられ
るときには、可変分光素子制御回路１６が、可変分光素子の状態を第１の状態として、撮
像素子制御回路１５が撮像素子から出力される画像情報を第１のフレームメモリ１７Ａに
出力するようになっている。また、光源制御回路１０の作動により、白色観察用光源８か
ら照明光が発せられるときには、可変分光素子制御回路１６が、可変分光素子を第２の状
態として、撮像素子制御回路１５が撮像素子から出力される画像情報を第２のフレームメ
モリ１７Ｂに出力するようになっている。
【００２２】
　また、前記画像処理回路１８は、蛍光観察の場合には、励起光の照射により得られる蛍
光画像情報を第１のフレームメモリ１７Ａから受け取って表示ユニット６に出力し、白色
観察の場合には、青色、緑色および赤色の照明光の照射により得られる反射光画像情報を
第２のフレームメモリ１７Ｂから受け取って表示ユニット６に出力するようになっている
。
【００２３】
　前記送液ユニット２０は、蛍光プローブ溶液を貯留するタンク２１と、洗浄液を貯留す
るタンク２４と、該タンク２１，２４内の液体を恒温状態に維持する恒温槽２７と、該恒
温槽２７の温度を表示する温度表示部２８と、前記タンク２１，２４からの液体を供給／
停止するバルブ２２と、該バルブ２２に接続され、前記挿入部２に沿って、液体を先端２
ａまで供給するチャネル２３と、該チャネル２３内を流れる液体を加温するヒータ２６と
、前記制御ユニット５内に配置され、前記バルブ２２を制御するバルブ制御回路２５とを
備えている。
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【００２４】
　前記チャネル２３は、挿入部２に長手方向に貫通して設けられ、その先端が挿入部２の
先端２ａに配置されて、送られてきた蛍光プローブ溶液や洗浄液のような液体を撮影対象
に向けて散布することができるようになっている。
　前記ヒータ２６は、撮像ユニット３より基端側の挿入部２の先端２ａ近傍におけるチャ
ネル２３の周囲に配置されている。
【００２５】
　バルブ制御回路２５は、図３に示されるように、蛍光画像取得のための特殊観察用光源
９の起動前の白色光観察中に、所定時間にわたってタンク２１内に貯留されている蛍光プ
ローブ溶液を散布させるようバルブ２２を制御するようになっている。
　また、バルブ制御回路２５は、蛍光プローブ溶液を散布した後、バルブ２２をオフ状態
に切り替えるようになっている。
【００２６】
　また、バルブ制御回路２５は、蛍光プローブ溶液の散布前および散布後の蛍光観察をす
る前に、生体表面を洗浄し、あるいは生体表面に溜まっている蛍光プローブを洗浄するた
めに、洗浄液を散布させるようバルブ２２を制御するようになっている。また、バルブ制
御回路２５は、洗浄液を散布した後、バルブ２２をオフ状態に切り替えるようになってい
る。
　洗浄液としては、例えば、低濃度の酢酸溶液を使用する。
【００２７】
　このように構成された本実施形態に係る内視鏡装置１の作用について説明する。
　本実施形態に係る内視鏡装置１を用いて、生体の体腔内の撮影対象Ａを撮像するには、
まず、挿入部２を体腔内に挿入し、その先端２ａを体腔内の撮影対象Ａに対向させる。
【００２８】
　この状態で、光源ユニット４および制御ユニット５を作動させ、光源制御回路１０の作
動により、白色観察用光源８を作動させて照明光を発生させ、白色観察が行われる。
　このとき、発生した照明光は、それぞれライトガイド７を介して挿入部２の先端２ａま
で伝播され、挿入部２の先端２ａから撮影対象Ａに向けて照射される。照射された照明光
は撮影対象Ａの表面において反射され、撮像光学系１１により集光されて励起光カットフ
ィルタ１２を透過し、可変分光素子１３に入射される。
【００２９】
可変分光素子１３は、可変分光素子制御回路１６の作動により第２の状態に切り替えられ
ているので、入射された反射光は全て可変分光素子１３を透過させられる。可変分光素子
１３を透過した反射光は撮像素子１４に入射され、反射光画像情報が取得される。取得さ
れた反射光画像情報は、第２のフレームメモリ１７Ｂに記憶され、画像処理回路１８によ
って、表示ユニット６に出力され表示される。
【００３０】
　その後、蛍光プローブを用いた観察を行う場合には、バルブ制御回路２５の作動により
バルブ２２が、チャネル２３と洗浄液を貯留するタンク２４とを接続し、洗浄液が生体に
散布され、生体表面に存在する残渣等が洗い流される。
　洗浄液散布後、バルブ制御回路２５の作動により、バルブ２２が、チャネル２３と蛍光
プローブ溶液を貯留するタンク２１とを接続し、蛍光プローブ溶液が生体に散布される。
【００３１】
　蛍光プローブ溶液を散布した後、バルブ制御回路２５の作動により、バルブ２２が再度
、チャネル２３とタンク２４とを接続し、洗浄液が散布され、生体表面に存在する蛍光プ
ローブ溶液が洗浄される。蛍光プローブの散布から洗浄までには一定の時間を設けてもよ
い。
【００３２】
　洗浄後、光源制御回路１０の作動により、白色観察用光源８から特殊観察用光源９に切
り替えて、特殊観察用光源９を作動させて励起光を発生させ、蛍光観察が行われる。
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　このとき、発生した励起光は、それぞれライトガイド７を介して挿入部２の先端２ａま
で伝播され、挿入部２の先端２ａから撮影対象Ａに向けて照射される。これにより、撮影
対象Ａに浸透している蛍光プローブが励起されて蛍光が発せられる。撮影対象Ａから発せ
られた蛍光は、撮像ユニット３の撮像光学系１１により集光され、励起光カットフィルタ
１２を透過し、可変分光素子１３に入射される。
【００３３】
　可変分光素子１３は、可変分光素子制御回路１６により第１の状態に切り替えられ、蛍
光に対する透過率が増大させられているので、入射された蛍光は可変分光素子１３を透過
させられる。可変分光素子１３を透過した蛍光は撮像素子１４に入射され、蛍光画像情報
が取得される。取得された蛍光画像情報は、第１のフレームメモリ１７Ａに記憶され、画
像処理回路１８によって、表示ユニット６出力され表示される。
【００３４】
　この場合において、本実施形態に係る内視鏡装置１によれば、恒温槽２７によりあらか
じめ所定の温度に設定された蛍光プローブ溶液および洗浄液がチャネル２３に供給される
。そして、そのチャネル２３内を流れる蛍光プローブ溶液および洗浄液が、ヒータ２６に
より所定の温度に調節されつつ、観察対象Ａである生体表面に散布される。つまり、蛍光
プローブ溶液および洗浄液の温度を制御することで、観察対象Ａである生体の温度が観察
に適した温度に維持される。
【００３５】
　ここで、酵素感受性蛍光プローブを用いた癌診断においては、正常／異常組織の蛍光強
度の上昇スピードの違いを利用して、蛍光強度の相違を観察することにより、正常組織か
癌等の異常組織かを識別するところ、ある時間がたつと、正常／異常組織の蛍光強度の差
は小さくなってしまうため、図４に示されるように、正常／異常組織の蛍光強度の差が大
きい時間帯（正常／異常組織で蛍光のコントラストが最もつく時間帯）に計測することが
必要である。しかし、対象となる分子（酵素）と蛍光プローブとの反応速度（酵素の活性
度）は温度の影響を受けることから、観察に適した時間帯を捉えることが難しい場合があ
る。そこで、診断に適した蛍光のコントラストを得るために、所定の温度条件下で蛍光観
察を行うことで、蛍光プローブの反応速度（酵素の活性度）をコントロールすることが望
ましい。
【００３６】
　本実施形態に係る内視鏡装置１によれば、対象となる分子（酵素）と蛍光プローブとの
反応速度（酵素の活性度）が組織の温度低下による影響を受けることがないので、図４に
示されるように、正常／異常組織で蛍光のコントラストが明確につき、蛍光強度の差が大
きく現れる蛍光観察に適した時間帯を長く確保し、蛍光を的確に捉えることができる。こ
れにより、散布型の酵素感受性蛍光プローブを利用した癌診断において、観察対象Ａの生
体組織が正常組織か異常組織かを精度よく診断することがきる。
【００３７】
　仮に、室温が低い場合には、タンク２１，２４内に貯留されている蛍光プローブ溶液お
よび洗浄液の温度が恒温槽からチャネル２３へ流通する際に低下するので、そのまま観察
対象Ａである生体表面に散布されると、生体表面の温度が低下してしまう。その結果、対
象となる分子（酵素）と蛍光プローブとの反応速度が遅く（酵素の活性度が低く）なるこ
とが考えられる。この場合、図５に示される比較例１のように、蛍光強度の上昇スピード
が遅く蛍光光量が弱いので、観察に必要な蛍光強度を得るためには、蛍光プローブの投与
後、長い時間を待たなければならず、また、蛍光プローブ自体は細胞から少しずつ漏れて
いくため長時間待っても蛍光強度の差が小さく、正常／異常組織の識別が困難となる。
【００３８】
　これに対して、本実施形態によれば、恒温槽２７により蛍光プローブ溶液および洗浄液
をあらかじめ生体の体温と略同等の温度（略３７℃）に温め、また、ヒータ２６によりチ
ャネル２３内において再度３７℃前後に加温してから、観察対象Ａである生体表面に散布
することにより、生体表面の温度低下を防止できる。つまり、酵素の活性度が高くなる３
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７℃前後に温めた蛍光プローブ溶液、洗浄液を用いることで、対象となる分子（酵素）と
蛍光プローブとの反応速度（酵素の活性度）を観察に適した速度にコントロールすること
ができる。したがって、正常／異常組織で蛍光のコントラストがつき、蛍光強度の差が大
きく現れる時間帯に観察を行うことで、精度よく癌診断を行うことができる。
【００３９】
　また、本実施形態によれば、操作部から挿入部２の先端２ａまでが長い内視鏡において
も、ヒータ２６がチャネル２３の周囲に設けられているので、チャネル２３内を流れる間
に蛍光プローブ溶液および洗浄液の温度が低下することを防止できる。また、ヒータ２６
は挿入部２の先端２ａ近傍に設けられているので、蛍光プローブ溶液および洗浄液の温度
が吐出直前まで加温され続けることとなり、精度よく温度管理を行うことができる。
　そして、ヒータ２６は撮像ユニット３より基端側に設けられていることから、撮像ユニ
ット３が加温されてしまうおそれがない。挿入部２先端２ａのような極めて狭小なスペー
スであっても撮像ユニット３より基端側であればヒータ２６を設けることができる。
【００４０】
　また、本実施形態によれば、洗浄液に低濃度の酢酸溶液を使用しているので、観察対象
Ａである生体表面から粘液を除去することができる。つまり、この酢酸が生体組織の染色
の妨げになる粘液の成分を分解することとなるので、蛍光プローブが生体表面に定着しや
すい。これにより、精度よく蛍光観察を行うことができる。
【００４１】
　なお、本実施形態に係る内視鏡装置１においては、チャネル２３の周囲にヒータ２６を
設けることとしたが、これに代えて、図６に示されるように、チャネル２３に挿脱可能に
挿入されるチューブ２９を備え、このチューブ２９の周囲にヒータ２６を設けることにし
てもよい。また、ヒータ２６はチューブ２９自体に設けてもよいし、チューブ２９の内面
の一部に設けることにしてもよい。この場合において、蛍光プローブ溶液および洗浄液を
シリンジ等で前記チューブ２９に流し込むことにしてもよい。
【００４２】
　さらに、このチューブ２９の先端を、液体をスプレー状に噴霧できるような構成にする
ことにしてもよい。このような構成により、チャネル２３に直接蛍光プローブ溶液および
洗浄液を流すよりも観察対象Ａである生体表面に散布しやすくなるという利点がある。
　また、本実施形態に係る内視鏡装置１においては、ヒータ２６と併せて恒温槽２７を設
けることとしたが、ヒータ２６のみを設け恒温槽２７を設けないことにしてもよい。
【００４３】
　また、これとは逆に、図７に示されるように、ヒータ２６を設けることなく、恒温槽２
７のみを設けることにしてもよい。特に、挿入部２内のスペースが狭くてチャネル２３に
ヒータ２６を設けることができず、また、チャネル２３が細くてこれに挿入するチューブ
２９にヒータ２６を設けることもできないような、細い内視鏡装置１の場合に、挿入部２
の外に恒温槽２７を設けることで上記と同様の効果を奏することができるという利点があ
る。この場合、断熱性を有する材料により前記チャネル２３を構成することが望ましい。
このように構成することにより、恒温槽２７により加温された蛍光プローブ溶液および洗
浄液の温度が、チャネル２３内を流れる間に変化してしまうことを防止できる。このとき
、チューブ２９を使用前に、恒温槽などを使って温めておいてもよい。
【００４４】
　ここで、対象となる分子（酵素）と蛍光プローブとの反応速度が速い（酵素の活性度が
高い）場合には、図８に示される比較例２のように、正常／異常組織で蛍光強度の差が生
じる時間帯が短く、蛍光プローブの投与後すぐに観察する必要もあり、正常／異常組織の
識別が困難となる。
　これに対して、本実施形態によれば、恒温槽２７によりあらかじめ冷却した洗浄液、蛍
光プローブ溶液を観察対象である生体表面に散布することで生体表面の温度を低下させ、
対象となる分子（酵素）と蛍光プローブとの反応速度を遅く（酵素の活性度を低く）し、
蛍光強度の差が大きく現れる時間帯を延ばすことができる。これにより、観察時間が確保
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【００４５】
　具体的には、例えば生体の体温と略同等の温度（略３７℃）では対象となる分子（酵素
）との反応速度が速すぎるフルオレセインジアセテート（ＦＤＡ）を蛍光プローブとして
使用する場合に、恒温槽２７により１５℃位に冷却した蛍光プローブ溶液および洗浄液を
観察対象である生体表面に散布して、生体表面の温度を低くすることにより、反応速度を
遅くして蛍光観察を行うことが考えられる。
【００４６】
　また、本実施形態においては、蛍光プローブ溶液を貯留するタンク２１と洗浄液を貯留
するタンク２４に対し、１つのチャネル２３、バルブ２２および恒温槽２７を配置するこ
ととしたが、チャネル２３、バルブ２２および恒温槽２７は、タンク２１，２４ごとにそ
れぞれ配置することにしてもよい。
　また、本実施形態においては、蛍光プローブ溶液および洗浄液の両方をヒータ２６およ
び恒温槽２７で加温することとしたが、ヒータ２６または恒温槽２７によりどちらか一方
のみを加温または冷却することにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の一実施形態に係る内視鏡装置の全体構成図である。
【図２】図１の内視鏡装置に備えられる撮像ユニットの構造を示す図である。
【図３】図１の内視鏡装置による観察動作の一例を示すタイミングチャートである。
【図４】図１の内視鏡装置による蛍光強度の時間変化を示すグラフである。
【図５】図４の蛍光強度の時間変化の比較例１を示すグラフである。
【図６】図１の内視鏡装置の変形例を示す全体構成図である。
【図７】図１の内視鏡装置の他の変形例を示す概略構成図である。
【図８】図４の蛍光強度の時間変化の比較例２を示すグラフである。
【符号の説明】
【００４８】
　１　　内視鏡装置
　２　　挿入部
　２ａ　先端
　３　　撮像ユニット（撮像部）
　４　　光源ユニット（光源部）
　６　　表示ユニット
　７　　ライトガイド
　８　　白色観察用光源
　９　　特殊観察用光源
　２０　送液ユニット（送液部）
　２１，２４　タンク（容器）
　２３　チャネル（管路）
　２６　ヒータ（液体温度制御部）
　２７　恒温槽（液体温度制御部）
　２９　チューブ
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